
  

41 

 

日仏演劇協会会報 復刊 11 号  

〈若手研究者よりの報告〉 

 

コンテンポラリーダンスにおける創作プロセスの研究について 

——ジェローム・ベルの振付方法を中心に 

 

吉田 駿太朗 

 

 

我々アーティストはアート作品を作っているのではない。 

我々は実践を発明しているのだ。(シルヴィオ・ラング)1 

 

筆者は、コンテンポラリーダンスの参加型の振付実践に焦点を当て、「ポスト・コレオグラフィー

（post-choreography）」に関する博士学位論文を提出した。この研究はフランス人振付家ジェローム・ベ

ル（1964-）のプロジェクトに参加することによって得られた記述やプロジェクトの参加者との会話、イ

ンタビューから構成されている。筆者は 2014 年 2 月に『ダンスと声のワークショップ（Atelier danse et 

voix）』の作品制作に研修生として帯同し、この制作が途中で打ち切りになったあともベルと仕事を続け、

やがてダンサーとして『ガラ（Gala）』のフランスの公演や海外公演に参加することとなった。本稿では、

研究者と実践者の立場から取り組んだ約 2 年間のフィールドワークから得られた成果を報告したい。 

事例の中心となるベルは、1990 年代から頭角を現し、ほとんど踊らないコンセプチャルな作品観から

「ノン・ダンス」と形容されるなど、1980 年代に発祥した「ヌーヴェルダンス（のちにコンテンポラリ

ーダンスと呼称される）」とは一線を画すダンス美学を追求している。ベルは、フランスでコンテンポラ

リーダンスの専門教育を受け、振付家としての地位を確実にしながらも、自らの振付方法に依存しない振

付を摸索していることに気づくだろう。ベルの振付方法は以下の三つに区分される。①「振付」をしない、

②プロフェッショナル(以下、プロ)の「踊らない身体」への振付、③アマチュアの「踊れない身体」への

振付、である。この区分の中でも特に③では、ベルとアマチュアが協働することによって成立する振付の

方法論、つまりベルの判断に完全に依存していないような振付方法が想定される。博士課程の研究では、

以下のフィールドワークを通して③の創作プロセスを精査し、振付家のイニシアティブを解体するような

振付方法——ポスト・コレオグラフィー——の理論構築を試みた。 

筆者が実施したフィールドワークは、以下の四つのフェーズに分けられる。第一に、『ダンスと声のワ

ークショップ』（2014）、第二に、ブリュッセル、ヴェネチア、ミュンヘンの三都市のワークショップ、

第三に、前述の二つのフェーズのリサーチ、ワークショップをもとにして構成されたパリの『ガラ』

（2015）、そして第四に、アジアで再演された日本やタイの『ガラ』(2018)である。なお本稿では、第四

 
1 Lang, Silvio. 2022. We artists don’t create artworks. We invent practices. Montevideo: microutopías. 
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のフェーズのフィールドワークについては紙面の都合上割愛する。 

第一の『ダンスと声のワークショップ』では、筆者は研修生として作品制作の内部に入り、外部の観察

者として創作プロセスを記述した。ベルは地域住民のダンス・歌の由縁や意味を聞き、その物語を織り交

ぜることで、自己表現と日常の身体を交錯させ、都市とは一風変わった地域性を再現しようと試みた。だ

が作品の表象とは裏腹に、サン・ドニの地域住民へのワークショップの参与観察では、地域住民の参加者

はプロの卓越した技術とは正反対のアマチュアに特有な不完全なパフォーマンスを集団で実践すること、

また地域住民のコミュニティ参加と参加者の持ち寄るダンスや歌への理解が相互に促進されていくプロセ

スが明らかとなった。 

第二の三都市のワークショップでは、第一のフェーズと同様の立場であるが、観察者に加えてフィード

バックを求めるベルへの協力者としての役割を担い、ベルのリサーチに積極的に関与するというかたちで

参加者の実践の観察・記録を行った。筆者は P.A.R.T.S で高度なダンス技術をもつ生徒を対象に、次にヴ

ェニスビエンナーレ、そして Tanzwerkstatt Europa でプロとアマチュアを対象にしたベルのリサーチに

随行した。第一のフェーズの問題意識は、アマチュアと一緒に制作をすることであったが、第二のフェー

ズでは行為者の枠組みをアマチュアからプロへと拡大し、ベルのインストラクションに対してどのように

参加者が応答するのか、へと変化し、ベルの主題は市民参加からアマチュアとプロを含めた芸術実践へと

移行した。結果、ベルは参加者に振付を委ね、参加者の偶発的な行為のしゅつらいを待ち続けるという点

でアマチュアとプロの関係を転倒させるような創作方法を見出したのである。 

第三のパリの『ガラ』をめぐる創作プロセスでは、パリ郊外の地域住民に加えて、ベルの関係者や友人

が招待され、ベルは職業や世代の異なる参加者を集めた。ここで筆者の立場は第一、第二のフェーズとは

異なり、観察者から踊り手へと変化し、参加者の一員としてこの創作プロセスに関与した。同様の記録・

観察、及び自らが実感する参加者の身体運動について描写し、第一フェーズに参加したパリ郊外の地域住

民へのインタビューを実施した。こうして得たデータをもとに、バレエやその他のダンスの「型」を真似

るベルのインストラクションに対して参加者の自ら派生させる身体運動や集団での協働的な相互行為がど

のように成立するのか、について考察した。ここで鍵となったのは、参加者の「失敗」であり、バレエや

その他のダンスの「型」を真似ようとする際に生じる失敗が参加者の身体運動と関連づけられた。特に第

四フェーズの日本やタイで再演される『ガラ』と比較分析することで、参加者の中でもとりわけ長期的に

創作に携わっていたパリ郊外の地域住民は、ベルの「失敗に挑戦する」というコンセプトを理解し、その

失敗に敢えて意識的に取り組むという点で、ベルの振付方法を逸脱するような非意識的な身体運動に取り

組み、「誤動」の存在が明らかになったのである。 

ここで「真似のグループワーク」（『ガラ』においては「カンパニー・カンパニー」と呼称される）にお

ける参加者の身体運動に関するフィールドワークについて紹介したいと思う。「真似のグループワーク」

とは、第一のフェーズの『ダンスと声のワークショップ』から一貫してベルが着手していたものであり、

前方に１人のソロダンサー、後方に集団が配され、その場でソロダンサーの動きを集団で真似るという実

践である。 

パリ郊外の地域住民の参加者は、ソロのダンス（ゾンビダンス［写真１］、ジャズダンスなど）を素朴

に真似ることでベルのインストラクションを遂行し、集団内でダンスを学び合いつつ愉悦を味わいながら

集団のダンスに身を投じた。この時点で市民参加者は主体的な真似を通じて、集団として振付を共に創る
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ような存在であった。だが、三都市のワークショップでは、ソロダンサーの振付を真似る側が逸脱し、真

似る側と真似られる側の二項対立構造を打破するような集団的な行為へとしばしば発展した[写真２]。一

方、『ガラ』を構築するパリでのリハーサルでは、筆者は参加者側にまわることでその身体運動に近接し、

解像度をあげてその身体運動を捉えることが可能となった。たとえば、身体障害をもつ参加者のダンスを

真似る際に、真似る側の参加者は動きのフォルムを真似るのではなく、その微細に痙攣する非意識的な身

体の動きを懸命に真似ようと試み、それと同時に自身の身体と他者の身体の間で揺れ動きながら他者の動

きと自身のぎこちない身体運動を自動的に連動させ、絶えず身体運動を変容させたのである。 

 

 

写真 1 真似のグループワーク 『ダンスと声のワークショップ』より（ジェローム・ベル撮影） 

 

 

写真 2 真似のグループワーク ミュンヘンのワークショップより（筆者撮影） 

 

以上のようにフィールドワークでは、一貫してベルの振付方法を参加者の実践の観点から記述し、ベル

の振付方法を逸脱する参加者の非意識的な身体運動に迫ることで、ベルによって文節化されない身体運動
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を示した。このフィールドワークの成果とは、ベルの振付方法が振付作品を制作する上での振付の方法論

ではなく、いかにベルがその振付への独創性や創造性、それに付随する権力を手放していくようなもので

あるかを、舞踊史の文脈の中で位置づけたことにある。さらに、フィールドワークを通じて筆者の視点は

観察者から実践者の側にまわり、自らの身体経験を通じて記述する実践研究者としての研究へと変化した。

こうした視点の変化によって、参加者の身体運動を固定化することから、その身体運動が流動的に形成さ

れるものとして認識された。この認識の変化は、「真似のグループワーク」における参加者の身体運動の

プロセスを捉えることを可能にさせたのである。筆者がベルの振付方法に関するフィールドワークを始め

た当初は、参加者の側に立つことを予期していなかったが、実践者の視点が意識化されることで、民族誌

的なフィールドワークへと変容していった。こうした変容は、コンテンポラリーダンスにおける実践者研

究の広がりとその可能性を示唆しているように考えられる。 

最後にコンテンポラリーダンスにおける創作プロセスの研究がどのように展開されているのか簡単に触

れておく。ダンスドラマトゥルクのギィ・クールズらによるベルギー人振付家アラン・プラテルの研究2

や哲学研究者・振付家のエリック・ムリスが自ら主導したダンスプロジェクトの研究3では、学際的なア

プローチを駆使し、創作プロセスを解き明かすことでパフォーマンスへの理解の変容を実践研究者の視点

から促している。実際、筆者がベルのフィールドワークを進めていく中で実感したのは、言語も文化圏も

異なる多様な参加者の実践を理解することからはじまり、参加者のパフォーマンスへの理解の変容を持続

的に捉えることである。今後はアマチュアへの振付、人工知能を用いた振付、そして生物としての非人間

によって構成される振付など、未開拓の創作プロセスに飛び込み、時間が許す限りその変容を見守りつつ、

固有の理論構築を目指したい。 
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2 Stalpaert, Christel, Guy Cools and Hildegard De Vuyst. 2021. The Choreopolitics of Alain Platel’s les Ballets C de la B. 

Emotions, Gesture, Politics. London: Bloomsbury. 

3 Mullis, Eric. 2019. Pragmatist Philosophy and Dance: Interdisciplinary Dance Research in the American South. London: 

Palgrave Macmillan. 
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然破壊や環境問題への問いに焦点を当てながら、ダンスの主体を人間から自然環境へと拡張させるような

振付を探求し、「ポスト・コレオグラフィー」の概念を研究している。 

活動の詳細についてはこちら→ https://shuntaroyoshida14.wixsite.com/shun/biography  

 


